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概要
現在応用されている磁性体とは異なった振舞を示す磁性体を対象とした研究を行い，新たな機能をもつ物質の探索
を行っている．
一般に，磁性体においては，固体中で多数の磁気モーメントが互いに相互作用をしており，低温では，秩序状態とい
われる磁気モーメントの規則正しい配列状態が出現する．中でも，すべての磁気モーメントが同じ方向に揃ったときに
は巨大な磁気モーメントが出現するため，有用な磁性材料として各方面で利用されている．
しかし，複数の相互作用が異なる秩序状態を目指して競合する場合や，相互作用の及ぶ方向の次元性が低い場合には，
秩序状態が生じにくくなる．これは，磁気フラストレーション (frustration)と呼ばれ，上図にその例を示す．このよ
うなとき，通常では強い相互作用の陰に隠れていた量子効果等が顔を出し，様々な興味ある現象を演出する．たとえば，
このようなときの磁気モーメントのゆらぎが，超伝導の出現に重要な役割を果たすことがあり得る．ここでは，競合相
互作用のあるモデル物質系を用いて，これらの現象の実験的な解明を行うとともに，新機能物質の探索を目指している．
【蛇足】競合相互作用は物理に限らず，国際情勢等と比較しても面白いものが見える．例えば，合衆国大統領ブッシュ
が率いる新保守主義（ネオコン）とイスラム勢力との対立，これは外交における競合相互作用であるが，そこに弱小相
互作用の日本がどうかかわるかのモデルにも応用が期待できる．
グラフィカルな社会還元までのチャート
ここの部分の手前の研究を行っていま
す．すなわち，これから確立される科
学的基礎知識についての研究です．
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